
２月 1日（木） 

今日
きょう

の 給 食
きゅうしょく

は明後日
あ さ っ て

が節分
せつぶん

なので節分
せつぶん

メニューです。 

節分
せつぶん

は「季節
きせつ

の分
わ

かれ目
め

」という意味
い み

で、本来
ほんらい

は立 春
りっしゅん

、立夏
りっか

、立 秋
りっしゅう

、立冬
りっとう

の前日
ぜんじつ

のことを言
い

うので、年
ねん

に 4回
かい

ありますが、現在
げんざい

では立 春
りっしゅん

の前日
ぜんじつ

、2月
がつ

3
みっ

日
か

だけをさすようになっています。これは、昔
むかし

は立 春
りっしゅん

が一年
いちねん

の始
はじ

まりで、

正 月
しょうがつ

と同
おな

じくらい大事
だいじ

な日
ひ

であり、立 春 前
りっしゅんまえ

の節分
せつぶん

は年
とし

の分
わ

かれ目
め

も兼
か

ねた

特別
とくべつ

な日
ひ

とされていたからです。昔
むかし

は、これらの季節
きせつ

の節目
ふしめ

には“邪気
じゃき

”(病気
びょうき

をおこす悪
わる

い気
き

)が入
はい

ってきやすいとされていたため、見
み

えない、悪
わる

いものを鬼
おに

に見立
み た

てて豆
まめ

をまき、厄払
やくばら

いをするようになったのが節分
せつぶん

の始
はじ

まりです。そも

そも節分
せつぶん

で豆
まめ

をまく理由
りゆう

は、人間
にんげん

の 命
いのち

を支
ささ

える五穀
ごこく

の中
なか

でも大豆
だいず

が一番
いちばん

大
おお

きく、 力
ちから

が強
つよ

いと 考
かんが

えられていたからです。また、「魔
ま

を滅
め

する＝豆
まめ

」とい

う意味
い み

も込
こ

められていて、節分
せつぶん

には 必
かなら

ず炒
い

った豆
まめ

を使
つか

う

のも、「豆
まめ

を炒
い

る」が「魔
ま

の目
め

を射
い

る」に通
つう

じるからです。

豆
まめ

まきをしたあと、年
とし

の数
かず

に 1粒
つぶ

多
おお

く豆
まめ

を食
た

べると、心身
しんしん

の邪気
じゃき

も払
はら

えて健康
けんこう

に過
す

ごせるという言
い

い伝
つた

えもあります。 

さらに、イワシを食
た

べるのは主
おも

に西日本
にしにほん

の風 習
ふうしゅう

です。イワシを焼
や

く時
とき

の 煙
けむり

と臭
にお

いで邪気
じゃき

(鬼
おに

)を追
お

い払
はら

うと言
い

われています。鬼
おに

はイワシの臭
にお

いとひいらぎのトゲが苦手
にがて

とされているので、ひいらぎに焼
や

いた

イワシの 頭
あたま

をさしたものを玄関先
げんかんさき

につける家庭
かてい

もありました。

ほかにも、地域
ちいき

によって様々
さまざま

ですが、けんちん汁
じる

、そば、こんにゃくなどが食
た

べられています。 

暦
こよみ

の上
うえ

では春
はる

ですが、まだまだ寒い
さむ

日
ひ

が続
つづ

きます。 

食事前
しょくじまえ

の手洗
てあら

い、バランスのよい食事
しょくじ

、そして十 分
じゅうぶん

な 

睡眠
すいみん

で元気
げんき

に春
はる

を迎
むか

えましょう。 
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